
シラバス区分 学部生

回

3回
自治体のヘルスプロモーション活動の実際：自治体レベルの地域アセスメント、健康課題の明確化、支援計画の立案・実施・評価の過程
（PDCA）（教育協力者）

2回
根拠に基づく公衆衛生看護実践：対象把握と健康課題の明確化に向けた疫学の活用、既存資料を用いた住民の生活状況へのアプローチ方法
（入野了士・瀬戸裕一）

1回 ガイダンス・公衆衛生看護技術：公衆衛生看護活動方法の基本的考え方（復習）、ヘルスプロモーションの考え方（入野了士）

授業計画（項目・内容と方法・担当者）

履修時期

④ 医学検査とそれぞれに関連した幅広い分野の発展・向上のために、自らの能力を高める自己教育力を身につけている。

⑤ 科学的思考力に基づき、医学検査の進歩・発展に対応できる学究的態度を身につけている。

⑥ 医学検査を通して、社会の多様性に合わせた貢献ができる基礎的能力を身につけている。

学年 学期
科目区分 科目コード 開講学科 科目名（上段：和名、下段：英名） 時間 単位選択区分

長尾　奈美 瀬戸　裕一 河野　瑠奈

看護学科 必修
Public Health Nursing Methods

45

④ 看護の対象が、その人らしく生きられるように、科学的根拠に基づいた看護が実践できる能力を身につけている。

井上　睦美＊ 前田　眞＊

専門科目 302 4年 前期

担当教員

2

入野　了士 田中　美延里 奥田　美惠

関連するDPキーワード（臨床検査学科）

授業目的

到達目標（授業目標）

１．個人や地域の健康課題に対する支援を計画・立案する過程を説明することができる。
２．保健福祉活動を展開し評価する過程（各事業のPDCA）を説明できる。
３．担当した地区のニーズに応じた事業の企画立案評価の過程を理解できる。
４．住民自らが自分の健康問題と生活の実態に気づき、行動変容できる働きかけの意義を説明できる。

対象や環境の状況に対応し、制度や社会資源を創出・活用して地域の健康課題を解決する、公衆衛生看護活動方法の基本的な考え方を身につける。
人々の生活と健康を継続的にアセスメントし、地域特性や顕在的・潜在的健康課題を見出す過程、健康課題に対する支援を計画・立案する過程、活動
を展開し評価する過程について、砥部町のデータやヘルスプロモーション活動等を理解する。また、地区管理を基盤とした事業の企画立案の考え方を
習得する。

公衆衛生看護方法論

関連するDPキーワード（看護学科）

○ ⑤ 地域社会及び保健・医療・福祉分野における多職種と連携・協働し、看護職の役割を拡大できる基礎的能力を身につけている。

カリキュラム区分 2カリ

⑥ 看護専門職として、主体的・創造的に継続学習に取り組む能力を身につけている。

⑦ グローバルな視点で看護実践を科学的に探究し、看護を発展させる基礎的能力を身につけている。

① 幅広い知識・教養をもとに、医学検査の対象となる人を総合的に理解し、その人の権利や意思を尊重することができる。

② 医学的に必要な専門知識・技術を備え、検査データを総合的に解析する力を身につけている。

③ 多職種間で連携・協働しながら医学検査の専門家として貢献できる力を身につけている。

① 幅広い視野と豊かな感性を身につけ、人々の権利や意思を尊重した倫理的な看護が実践できる。

② 他者との関係性を成立・発展させるためのコミュニケーション能力を身につけている。

○ ③ 地域で生活する複雑・多様な対象を、専門的知識に基づき総合的に理解するための基礎的能力を身につけている。



24回

学校における公衆衛生看護活動（３）：学校保健計画と保健室経営、学校保健委員会、保健教育、リスクをもつ児童生徒への支援、学校保
健の健康危機管理（井上睦美）

教科書
佐伯和子編「公衆衛生看護の方法と技術 第2版（公衆衛生看護学テキスト２）」（医歯薬出版）
荒木田美香子編「公衆衛生看護活動II 学校保健・産業保健 (テキスト４) 」（医歯薬出版）
厚生労働統計協会「国民衛生の動向・厚生の指標2022/2023」

参考図書等

28回

29回

30回

成績評価方法及び基準

筆記試験(80％)、レポート(20％)で評価する。合計が60点以上を合格とする。

26回

27回

22回
公衆衛生看護活動の評価、改善（１）：実習地区を対象とした公衆衛生看護活動のまとめ（地区アセスメント・計画・健康教育の結果評価
と改善）（入野了士・瀨戸裕一）

23回
公衆衛生看護活動の評価、改善（２）：実習地区を対象とした公衆衛生看護活動のまとめ（地区アセスメント・計画・健康教育の結果評価
と改善）（入野了士・瀨戸裕一）

4回 地区/小地域への支援方法・技術―アセスメント（１）：自治体および実習で担当する地区のアセスメント、エスノグラフィックな地域ア
セスメント（支援対象の理解、質的に深めたい内容および実施方法の検討）（入野了士・瀨戸裕一）

16回 学校における公衆衛生看護活動（１）：学校保健の概要、養護教諭の役割、学校保健統計の活用、児童・生徒の発達と健康アセスメント、
環境アセスメント（井上睦美）

17回 学校における公衆衛生看護活動（２）：学校保健の概要、養護教諭の役割、学校保健統計の活用、児童・生徒の発達と健康アセスメント、
環境アセスメント（井上睦美）

18回

地区／小地域でのヘルスプロモーション活動の展開（１）：実習で担当する地区への支援計画、ヘルスプロモーション活動(健康教育)の対
象と目的の設定、教育内容・方法、評価指標・評価方法の設定、健康課題型健康教育のテーマ案の提示（入野了士・瀨戸裕一）

5回

15回 担当地区への働きかけ（演習⑦）：多職種（小学校教諭、保健師等）との協働に向けた事業準備（役割分担、事業説明資料作成など）（入
野了士・奥田美惠・長尾奈美・瀨戸裕一・河野瑠奈）

12回 担当地区への働きかけ（演習⑤）：事業（グループ健康教育）の効果を上げるための実施方法の具体化と媒体開発（入野了士・奥田美惠・
長尾奈美・瀨戸裕一・河野瑠奈）

11回

授業時間外の学習について（授業準備のための指示）

授業形態は反転学習を基本としており、提示された課題に取り組んだ上で臨むこと。

関連科目

19回 学校における公衆衛生看護活動（４）：学校保健計画と保健室経営、学校保健委員会、保健教育、リスクをもつ児童生徒への支援、学校保
健の健康危機管理（井上睦美）

20回
地域課題の把握と解決に向けての手法と事例（１）：地域課題の解決に向けた住民や関係者との協働構築手法、愛媛県内における地域住民
の具体的な取り組みと支援例（前田眞）

21回
地域課題の把握と解決に向けての手法と事例（２）：地域課題の解決に向けた住民や関係者との協働構築手法、愛媛県内における地域住民
の具体的な取り組みと支援例（前田眞）

25回

公衆衛生看護学概論

担当地区への働きかけ（演習④）：事業（グループ健康教育）の企画（内容、実施方法、評価）の披露と修正（入野了士・田中美延里・奥
田美惠・長尾奈美・瀨戸裕一・河野瑠奈）

14回 担当地区への働きかけ（演習⑦）：多職種（小学校教諭、保健師等）との協働に向けた事業準備（役割分担、事業説明資料作成など）（入
野了士・奥田美惠・長尾奈美・瀨戸裕一・河野瑠奈）

10回
担当地区への働きかけ（演習③）：事業（グループ健康教育）の企画（内容、実施方法、評価）の披露と修正（入野了士・田中美延里・奥
田美惠・長尾奈美・瀨戸裕一・河野瑠奈）

13回 担当地区への働きかけ（演習⑥）：事業（グループ健康教育）の効果を上げるための実施方法の具体化と媒体開発（入野了士・奥田美惠・
長尾奈美・瀨戸裕一・河野瑠奈）

9回 担当地区への働きかけ（演習②）：事業（グループ健康教育）の方法・内容の検討、グループ企画書の作成、教材の素材集め、シナリオ概
要版の作成（入野了士・奥田美惠・長尾奈美・瀨戸裕一・河野瑠奈）

8回 担当地区への働きかけ（演習①）：個人企画書の披露、事業（グループ健康教育）の方法・内容の検討、グループ企画書の作成（入野了
士・奥田美惠・長尾奈美・瀨戸裕一・河野瑠奈）

7回
地区／小地域でのヘルスプロモーション活動の展開（２）：実習で担当する地区への支援計画、ヘルスプロモーション活動(健康教育)の対
象と目的の設定、教育内容・方法、評価指標・評価方法の設定、健康課題型健康教育のテーマ案の提示、個人企画書の準備（入野了士・瀨
戸裕一）

6回

地区/小地域への支援方法・技術―アセスメント（２）：自治体および実習で担当する地区のアセスメント、エスノグラフィックな地域ア
セスメント（支援対象の理解、質的に深めたい内容および実施方法の検討）（入野了士・瀨戸裕一）

前科目 231 233 234 235 301地域看護学概論 健康教育論 地域アセスメント 地域看護方法論

荒賀直子・後閑容子「公衆衛生看護学jp第5版」（インターメディカル）。他にも随時提示する。



実務家教員

備考

河野　瑠奈

長尾　奈美

瀬戸　裕一入野　了士 田中　美延里 奥田　美惠保健師（行政機関）

保健師（職域保健）

養護教諭（教育機関）

公衆衛生看護学実習 公衆衛生看護特論

井上　睦美

後科目 304 303


